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一方、ミドリ十字社における総売上高のうち、フィブリノゲン製剤が占める割合をまとめると図表

4-30 のようになる。概ね 2～3％の間を推移しており、当時のミドリ十字社における主要な製剤では

なかったと考えられる。ただし、ミドリ十字社の営業体制が強化される中で、その強化対象からフィ

ブリノゲン製剤が外されたとは言えない。 
 

図表 4- 30 ミドリ十字社における総売上高に占めるフィブリノゲン製剤の売り上げ推移 

年 総売上高 
（万円） 

フィブリノゲン製剤 
売上高（万円） 

総売上高のうちフィブリノゲン

製剤の売上高が占める割合 
1964（S39）年 301,646 300 0.09% 
1965（S40）年 330,831 7,306 2.2% 
1966（S41）年 374,688 6,890 1.83% 
1967（S42）年 412,988 13,177 3.19% 
1968（S43）年 491,790 13,128 2.67% 
1969（S44）年 601,680 12,464 2.07% 
1970（S45）年 739,435 18,412 2.49% 
1971（S46）年 854,169 19,783 2.31% 
1972（S47）年 943,648 26,346 2.79% 
1973（S48）年 1,159,170 27,657 2.38% 
1974（S49）年 1,430,165 31,316 2.18% 
1975（S50）年 1,670,833 35,054 2.09% 
1976（S51）年 2,132,472 32,036 1.50% 
1977（S52）年 2,904,050 50,007 1.72% 
1978（S53）年 3,676,736 27,252 0.74% 
1979（S54）年 4,554,364 26,584 0.58% 
1980（S55）年 5,996,182 27,681 0.46% 
1981（S56）年 7,116,812 36,402 0.51% 
1982（S57）年 8,041,368 31,366 0.39% 
1983（S58）年 8,449,306 43,408 0.51% 
1984（S59）年 7,968,000 50,046 0.62% 
1985（S60）年 7,828,700 35,218 0.44% 
1986（S61）年 7,901,100 46,570 0.58% 
1987（S62）年 7,608,100 45,396 0.59% 
1988（S63）年 7,370,800 7,658 0.10% 
1989（H 元）年 7,313,300 2,628 0.03% 
1990（H2）年 7,279,300 0 - 

出所） H21.1.9 田辺三菱提供資料 『研究班からの質問に対する回答（3）』 
 


